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一 

農
林
水
産
省
東
北
農
政
局
会
津
農
業
水
利
事
務
所
に
よ
る
新
宮
川
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て 

公
共
事
業
に
よ
る
奥
地
山
岳
地
帯
の
開
発
行
為
に
よ
り
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
が
失
敗
に
い
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
事
例
が
あ
り
、

重
要
な
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
。 

3 

環
境
庁
が
一
九
九
六
年
に
策
定
し
た
『
猛
禽
類
保
護
の
進
め
方
』
に
関
し
、 

2 

報
告
を
受
け
て
い
る
と
す
れ
ば
、 

1 

建
設
工
事
現
場
周
辺
の
一
九
九
八
年
の
ク
マ
タ
カ
の
生
息
（
繁
殖
）
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
て
い
る
か
。 

ウ 

工
事
用
道
路
と
ク
マ
タ
カ
の
営
巣
・
営
巣
中
心
域
・
営
巣
期
高
利
用
域
と
の
距
離
は
最
短
で
い
く
ら
か
。 

オ 

一
九
九
八
年
の
工
事
着
手
時
期
と
終
了
時
期
、
工
事
の
時
間
帯
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

ア 

そ
れ
を
こ
の
ク
マ
タ
カ
の
保
護
に
該
当
さ
せ
て
い
る
か
。 

ア 

そ
れ
は
い
つ
、
誰
が
、
誰
に
対
し
て
行
っ
た
か
。 

イ 

工
事
現
場
と
ク
マ
タ
カ
の
営
巣
・
営
巣
中
心
域
・
営
巣
期
高
利
用
域
と
の
距
離
は
最
短
で
い
く
ら
か
。 

エ 

工
事
用
仮
設
備
と
ク
マ
タ
カ
の
営
巣
・
営
巣
中
心
域
・
営
巣
期
高
利
用
域
と
の
距
離
は
最
短
で
い
く
ら
か
。 

ク
マ
タ
カ
の
保
護
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

一 

 



 

5 

一
九
九
九
年
の
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
に
関
し
、 

4 

一
九
九
八
年
の
二
組
の
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
は
失
敗
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、 

ウ 

ク
マ
タ
カ
の
死
骸
は
ど
の
よ
う
に
し
た
か
。 

ウ 
一
九
九
八
年
、
一
九
九
九
年
も
四
月
か
ら
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
地
で
そ
の
よ
う
な
施
工

期
日
が
可
能
な
理
由
を
記
さ
れ
た
い
。 

オ 

現
地
調
査
の
結
果
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
学
識
を
有
し
て
い
る
ど
の
専
門
家
が
行
い
、
そ
れ
を
事
業
者
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
た
か
。 

ア 

現
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

ア 

事
実
か
。 

イ 

そ
の
現
況
と
工
事
再
開
の
整
合
性
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

イ 

事
実
と
す
れ
ば
、
繁
殖
失
敗
の
原
因
を
究
明
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

イ 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
保
護
策
を
講
じ
て
い
る
か
。 

エ 

現
地
調
査
に
あ
た
っ
た
の
は
誰
で
、
誰
の
指
示
で
繁
殖
期
に
営
巣
に
接
近
し
た
か
。 

二 

 



 

7 

工
事
、
工
事
用
仮
設
備
の
稼
働
及
び
工
事
用
車
両
の
通
行
が
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
は
、
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
確
保

上
問
題
あ
る
行
為
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
環
境
庁
が
一
九
九
六
年
に
策
定
し
た
『
猛
禽
類
保
護
の
進
め
方
』
に
そ
っ
た
保
護

策
と
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
工
事
用
仮
設
備
稼
働
・
通
行
車
両
及
び
工
事
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
根
拠
を
記 

6 

ク
マ
タ
カ
の
生
息
地
で
繁
殖
期
間
中
の
四
月
か
ら
工
事
を
行
う
こ
と
は
政
府
の
保
護
の
対
応
と
は
異
な
る
と
考
え
ら

れ
、
一
九
九
九
年
の
工
事
が
ク
マ
タ
カ
の
生
息
に
与
え
る
影
響
を
把
握
す
る
追
跡
調
査
体
制
と
調
査
結
果
を
随
時
分
析 

し
、
工
事
の
手
法
や
進
度
に
つ
い
て
地
元
保
護
団
体
等
を
交
え
た
客
観
的
な
議
論
を
す
べ
き
機
関
が
存
在
し
て
い
な
い
と

考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。 

ウ 

四
月
以
降
の
ク
マ
タ
カ
の
追
跡
調
査
の
日
程
は
い
つ
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
い
、
そ
の
結
果
は
い
つ
誰
が
ど
の
よ
う
に

し
て
事
業
者
に
報
告
す
る
か
。 

オ 

工
事
が
ク
マ
タ
カ
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
と
判
断
す
る
状
況
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。 

エ 

事
業
者
は
得
ら
れ
た
調
査
結
果
を
ど
の
よ
う
に
し
て
判
断
す
る
か
。 

キ 

工
事
の
影
響
が
具
体
的
に
ク
マ
タ
カ
に
影
響
を
与
え
た
観
察
例
が
な
か
っ
た
か
。 

カ 

ク
マ
タ
カ
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
、
誰
が
工
事
の
中
断
を
決
断
す
る
か
。 

三 

 



 

二 
特
殊
法
人
電
源
開
発
株
式
会
社
に
よ
る
奥
只
見
地
域
（
福
島
県
檜
枝
岐
村
・
只
見
町
）
で
の
開
発
行
為
に
つ
い
て 

3 

環
境
庁
が
一
九
九
六
年
に
策
定
し
た
『
猛
禽
類
保
護
の
進
め
方
』
に
関
し
、 

2 

報
告
を
受
け
て
い
る
と
す
れ
ば
、 

1 

建
設
工
事
現
場
周
辺
の
一
九
九
八
年
の
ク
マ
タ
カ
の
生
息
（
繁
殖
）
状
況
に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け
て
い
る
か
。 

さ
れ
た
い
。 

ウ 

一
九
九
八
年
は
七
月
か
ら
着
工
さ
れ
て
お
り
、
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
地
で
そ
の
よ
う
な
施
工
期
日
が
可
能
な
理
由
を
記 

ウ 

工
事
用
道
路
と
ク
マ
タ
カ
の
営
巣
・
営
巣
中
心
域
・
営
巣
期
高
利
用
域
と
の
距
離
は
最
短
で
い
く
ら
か
。 

オ 

一
九
九
八
年
の
工
事
着
手
時
期
と
終
了
時
期
、
工
事
の
時
間
帯
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

ア 

そ
れ
を
こ
の
ク
マ
タ
カ
の
保
護
に
該
当
さ
せ
て
い
る
か
。 

ア 

そ
れ
は
い
つ
、
誰
が
、
誰
に
対
し
て
行
っ
た
か
。 

イ 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
保
護
策
を
講
じ
て
い
る
か
。 

イ 

工
事
現
場
と
ク
マ
タ
カ
の
営
巣
・
営
巣
中
心
域
・
営
巣
期
高
利
用
域
と
の
距
離
は
最
短
で
い
く
ら
か
。 

エ 

工
事
用
仮
設
備
と
ク
マ
タ
カ
の
営
巣
・
営
巣
中
心
域
・
営
巣
期
高
利
用
域
と
の
距
離
は
最
短
で
い
く
ら
か
。 

四 

 



 

4 

一
九
九
八
年
の
奥
只
見
放
水
口
付
近
の
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
は
失
敗
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、 

ウ 

ク
マ
タ
カ
の
巣
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、
い
つ
確
認
し
た
の
か
。
当
該
期
に
搬
入
し
た
巣
材
が
巣
調
査
で
確
認
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
繁
殖
活
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。
ま
た
繁
殖
活
動
が
中
断
し
た
原
因
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
か
。 

オ 

営
巣
の
状
況
か
ら
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
そ
の
営
巣
で
繁
殖
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。 

ア 

事
実
か
。 

イ 

事
実
と
す
れ
ば
、
繁
殖
失
敗
の
原
因
を
究
明
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

エ 

現
地
調
査
に
あ
た
っ
た
の
は
、
誰
で
、
誰
の
指
示
で
営
巣
に
接
近
し
た
か
。 

エ 
営
巣
木
が
特
定
さ
れ
た
時
期
は
い
つ
か
。 

キ 

一
九
九
八
年
の
奥
只
見
放
水
口
付
近
に
営
巣
し
た
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
経
過
の
状
況
に
つ
い
て
、
造
巣
期
、
抱
卵
期
、

巣
内
育
雛
期
の
観
察
事
例
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
営
巣
木
の
確
認
調
査
で
造
巣
活
動
は
確
認
し
た
か
。 

カ 

幼
鳥
の
行
動
圏
は
い
つ
確
認
し
、
ど
の
く
ら
い
の
面
積
だ
っ
た
か
。 

さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

5 

一
九
九
九
年
の
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
に
つ
い
て
、 

ウ 

七
月
以
降
の
ク
マ
タ
カ
の
追
跡
調
査
の
日
程
は
い
つ
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
い
、
そ
の
結
果
は
い
つ
誰
が
ど
の
よ
う
に

し
て
事
業
者
に
報
告
す
る
か
。 

オ 

工
事
が
ク
マ
タ
カ
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
と
判
断
す
る
状
況
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。 

オ 

現
地
調
査
の
結
果
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
学
識
を
有
し
て
い
る
ど
の
専
門
家
が
行
い
、
そ
れ
を
事
業
者
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
た
か
。 

ア 

現
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

ク 

こ
の
営
巣
付
近
で
工
事
用
仮
設
備
の
工
事
を
開
始
し
た
時
期
と
終
わ
っ
た
時
期
、
工
事
期
間
中
の
施
工
時
間
帯
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
。 

イ 

現
況
と
工
事
再
開
の
整
合
性
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

エ 

事
業
者
は
得
ら
れ
た
調
査
結
果
を
ど
の
よ
う
に
し
て
判
断
す
る
か
。 

キ 

こ
の
営
巣
付
近
で
工
事
用
仮
設
備
予
定
地
の
土
地
に
土
砂
運
搬
等
を
行
っ
た
の
は
い
つ
か
。 

カ 

こ
の
営
巣
付
近
の
道
路
の
工
事
用
車
両
の
通
行
が
開
始
さ
れ
た
の
は
七
月
か
。 

六 

 



 

 

七 

カ 

ク
マ
タ
カ
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
、
誰
が
工
事
の
中
断
を
決
断
す
る
か
。 

キ 
こ
れ
ま
で
工
事
の
影
響
が
具
体
的
に
ク
マ
タ
カ
に
影
響
を
与
え
た
観
察
例
が
な
か
っ
た
か
。 

6 

ク
マ
タ
カ
の
生
息
地
で
繁
殖
期
間
中
の
七
月
か
ら
工
事
を
行
う
こ
と
は
政
府
の
保
護
の
対
応
と
は
異
な
る
と
考
え
ら

れ
、
本
年
の
工
事
が
ク
マ
タ
カ
の
生
息
に
与
え
る
影
響
を
把
握
す
る
追
跡
調
査
体
制
と
調
査
結
果
を
随
時
分
析
し
、
工
事

の
手
法
や
進
度
に
つ
い
て
地
元
保
護
団
体
等
を
交
え
た
客
観
的
な
議
論
を
す
べ
き
機
関
が
存
在
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ

る
が
ど
う
か
。 

7 

奥
只
見
放
水
口
付
近
の
工
事
用
仮
設
備
の
稼
働
及
び
通
称
大
鳥
道
路
の
工
事
用
車
両
の
通
行
が
七
月
か
ら
開
始
さ
れ
る

こ
と
は
、
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
確
保
上
問
題
あ
る
行
為
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
環
境
庁
が
一
九
九
六
年
に
策
定
し
た
『
猛
禽
類

保
護
の
進
め
方
』
に
そ
っ
た
保
護
策
と
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
工
事
用
仮
設
備
稼
働
・
通
行
車
両
及
び
工
事

が
可
能
で
あ
る
と
し
た
根
拠
を
記
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


